
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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龍谷大学生協深草キャンパス

龍ぱふぇ
取り組み概要

日時：6月20日～7月8日(土日除く)
各日13:00～15:30

場所：4号館地下食堂Meal＆Cafe
参加者数や組合員の反応：目標の1500食
を上回る、1704食の利用がありました。

POINT.1

龍ぱふぇの具材は、組合員からトッピングを募集して決定されます。
SNSでお知らせを行い、募集を行いました。それをもとに、トッピン
グが決定されました。
決定したトッピングのなかから自分の好きなものを選択し、組合員

自身が「食べたい！」と思うパフェをつくることができます。組合員
の声を取り入れることで、運営参加が実現されています。

トッピングを決めるのも選ぶのも組合員

POINT.2

組合員にただ利用してもらうだけではなく、継続的に店舗に訪れて
もらう工夫として、トッピングの変更とアンケート回答者への割引券
配布が行われました。
トッピングの一部を毎週変更することで、一度訪れた組合員が次の

週も利用したくなるように工夫されていました。また、アンケート回
答者に割引券を配布することで、組合員の声を聞くのはもちろん、利
用促進に繋げることができていました。

組合員にもっと利用してもらう工夫

背景や概要：4号館Meal＆Cafeで行われ
る龍ぱふぇは、例年人気の企画です。店
舗を利用してもらうだけではなく、組合
員が生協を身近に感じられる企画となっ
ています。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！

ブロック学生事務局 [ 岩田 理紗子 ] 
Iwata.Risako@univ.coop

POINT.3

4号館地下食堂Meal＆Cafeはお昼時に利用が集中しており、それ以
外の時間帯は利用者が少ないという現状がありました。また、新入生
のなかには、食堂の存在を知らない組合員もいました。
この企画を通して、より多くの組合員に食堂を利用してもらうこと

ができました。また、組合員に食堂の存在を認知してもらい、今後の
利用のきっかけにすることができていました。

組合員が店舗を利用するきっかけに
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